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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
3.1.1 施工範囲 

(1) 改訂前 
コンソリデーショングラウチングは、基礎掘削による岩盤のゆるみに対して基礎岩盤の均一化

をはかるものとし、ダム堤敷全体に行う。 

(2) 改訂後 
1)遮水目的 

 堤敷き上流端から基礎排水孔まで動水勾配が大きい区間は、遮水目的でコンソリデーション

グラウチングを実施する。 

2)弱部補強 

 堤体の安定性に影響を及ぼす断層・破砕帯等の弱部はないため、弱部補強を目的としたコン

ソリデーショングラウチングは実施しない。 

 

3.1.2 改良目標値 

(1)改訂前 

重力式コンクリートダムの事例から改良目標値は 5Lu とする。 

(2)改訂後 

遮水性の改良が目的であることから、改良目標値は 5Lu とする。 

 

3.1.3 施工時期 

(1)改訂前 

カバーコンクリート方式とし、堤体コンクリートのリフト厚 3m 施工後、コンソリデーション

グラウチングを実施する。 

(2)改訂後 

 当初計画と同様、カバーコンクリート方式とし、堤体コンクリートのリフト厚 3m 施工後、コ

ンソリデーショングラウチングを実施する。 

 

3.1.4 孔の配置及び深さ 

(1)改訂前 

他ダムの事例を踏まえて 5m×5m 格子の規定 2次孔とした。 

孔の深さは、堤敷の大部分が CM から CH 級であること、ダム高が 21.6m であることから厚み

5m の孔深度とする。 

(2)改訂後 

列間隔 5.0m の 3 列（規定 2次孔）とする。孔の深さは、当初計画と同様に厚み 5m とする。 
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3.2 カーテングラウチング 
3.2.1 施工範囲 

(1)改訂前 

1)堤体基礎部 

高透水が分布する中～粗粒砂岩（Mss-2 層）をカバーし、難透水層であるシルト岩(Si-1

層)までとする。 

2)左岸リム部 

奥行き方向の範囲は、第 3地下水位とサーチャージ水位との交点以上とする。 

3)右岸リム部 

奥行き方向の範囲は、第 1 地下水位とサーチャージ水位との交点以上および高透水部

（Mss-7 層の褐色亀裂が分布する範囲）までとする。 

右岸やせ尾根～山体部（P11 から P19）の深度方向の範囲は、難透水層および第 3地下水

位から 1ST 程度深い深度までとする。 

右岸上流端（P19 から P23）の深度方向の範囲は、高透水部が分布する Mss-7 層の難透水

層である Si-3 層、Sh-2 層までとする。 

(2)改訂後 

1)堤体基礎部 

深度方向の範囲は、改訂前と同様に高透水が分布する中～粗粒砂岩（Mss-2 層）をカバー

し、難透水層であるシルト岩(Si-1 層)までとする。 

2)左岸リム部 

奥行き方向の範囲は、第 3地下水位と常時満水位との交点以上とする。 

3)右岸リム部 

奥行き方向の範囲は、第 1地下水位と常時満水位との交点以上および高透水部（Mss-7 層

の褐色亀裂が分布する範囲）までとする。 

右岸やせ尾根～山体部（P11 から P19）の深度方向の範囲は、改訂前と同様に難透水層お

よび第 3地下水位から 1ST 程度深い深度までとする。 

右岸上流端（P19からP23）の深度方向の範囲は、改訂前と同様に高透水部が分布するMss-7

層の難透水層である Si-3 層、Sh-2 層までとする。 

 

3.2.2 改良目標値 
(1)改訂前 

 カーテングラウチングによる改良目標値は、重力式コンクリートダムの事例から 2Lu とする。 

(2)改訂後 

1)堤体部および左岸部 

 基礎岩盤の中～粗粒砂岩（Mss-2 層）の高透水の成因は、応力開放、クリープではないと考

えられるので改良目標値を深度毎には緩和しない。したがって、改良目標値は一律 2Lu とする。 

 

3.2.3 施工位置及び施工時期 
(1)改訂前 

上流フーチングからの施工とし、施工時期は事例を参考に堤高 10m 以上打設後とした。 

左右岸リムグラウチングは、リムトンネルと明かり施工の経済性を比較して、地表面からの明

かり施工を採用した。 

(2)改訂後 

施工位置および施工時期は改訂前と同様とする。 
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3.2.4 孔の配置 
(1)改訂前 

近傍ダムの事例から孔間隔 1.5m、規定 3次孔の単列施工とした。 

削孔角度は、高角度亀裂に効率的に注入できるように斜め下方 20 度で計画した。 

 

(2)改訂後 

 孔間隔 3.0m、規定 2次孔の単列施工とした。 

 削孔角度は試験施工の結果から鉛直とした。 
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5. 止水設計の考え方の経緯 

(1)2002.04.19 協議 

1. カーテングラウチング（右岸リムグラウト）止水範囲 

・ 止水範囲については、右岸リム端部における地下水位が常時満水位近傍で不飽和帯がわず

かであり、Mss-7 層の上下流方向の厚みもあることから、既往調査ボーリング孔 B-1 孔まで

の範囲として、施工することが妥当と考えられる。ただし、B-1 孔から B-81 孔の範囲につ

いては、試験湛水時に地下水位の観測等貯水池からの浸透の把握等を調査し、施工範囲の妥

当性を確認することが望ましい。 

 ・ 現在実施中の P-19～P-20 及び P22～P23 までのグラウチング試験を引き続き実施し、実施

工及び施工範囲について、試験結果を踏まえデータの整理を行ったうえで、施工方法及び施

工範囲の妥当性について整理しておくことが望ましい。 

2. コンソリデーショングラウチングの配置について  

 ・ 遮水性の改良を目的に、堤体の上流端から基礎排水工までの範囲を施工範囲とする県案で

妥当と考えられる。 

 ・ 左右岸、砂岩・頁岩の互層部については、現計画とし、補強目的として施工する県案で妥

当と考えられる。 

3. フェージングコンクリート計画について（Mss-2 層） 

 ・ 本対策工は、Mss-2 層中の褐色開口亀裂を浸透経路とした想定により計画していたが、掘

削後の岩盤（Mss-2）は、新鮮で開口した褐色亀裂が見られないことから、カーテングラウ

チングの施工のみで、浸透流の抑制を行うことで、遮水性は改良可能と考えられる。 

 ・ 新鮮な Mss-2 層中に見られる褐色亀裂については、上流側の Alt-1 層が露出するまで確認

し、褐色亀裂沿いは Vカットし、モルタル充填を行うことか望ましい。 

4. その他 

 (1) 本体掘削着岩面について 

  ・ 全体的に良好な岩盤が露出しているが、左岸上部（BL.1）に分布する Mss-3 層は高角亀

裂に囲まれ浮石状になっていることから、除去することが望ましい。また、下位の Alt-3

層は劣化しやすいことから、仕上掘削を打設直前に行うことが望ましい。 

 (2) 右岸尾根背面（田原地区）について 

  ・ 右岸尾根背面における不安定斜面に見える地形箇所において、湛水や降雨時による地下

水の変動等に対する不安定化に伴う、安定解析を実施することが望ましい。また、田原地

区地すべり指定地（農林）の分布及び対策工について整理するとともに、右岸尾根背面を

含め、施工中並びに試験湛水時に地下水位の変動等、監視することが望ましい。 
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(2)2002.09.30 協議 

1. カーテングラウチングの施工範囲は県案で妥当と考えられる。 

2. カーテングラウチングの改良目標値は、左岸～右岸 P19 孔までは 2Lu とし、P19 孔以降は地

山の厚み及び透水性、クリープ比等を考慮し、P19～P22 までは 5Lu、P22～P23(2)以深は 10Lu

で施工することが望ましい。 

3. 試験施工の結果から見てカーテングラウチング孔の孔角度については、鉛直孔で妥当と考え

られる。 

4. カーテングラウチング孔の注入仕様については、県案で妥当と考えられるが、2次孔までを

規定孔とし、追加孔基準を整理することが望ましい。 

 

(3)2002.11.05 協議 

1. 右岸リムグラウチングの深度方向の改良目標値は、3st まで 2Lu、4st～5st は 5Lu、6st 以

深は 10Lu で妥当と考えられる。 

2. P16 以降（山側 P19 まで）は改良目標値 5Lu で妥当と考えられる。 

3. 追加孔基準の考え方はケース②で妥当と考えられる。 
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